[image: MCj04346270000[1]]　　　　　　7月(文月 (ふみづき)・棚機 (たなばた)月 (づき)・七夜 (ななよ)月 (がつ))
＊＊二十四節気＊＊
小暑 (しょうしょ)　７日
　暑さが次第に強くなっていく頃です。これから立秋になるまでのおよそひと月が暑中にあたります。
大暑 (たいしょ)　２２日
　暑さが最も厳しくなる頃です。土用のうなぎ、花火など夏の風物詩が目白押しです。
ほんばこ

愛媛県立今治西高等学校図書委員会　2026
6月から７月中旬にかけて開催されているワールドカップ。世界最高峰の舞台で活躍する選手たちの姿に、心を動かされた人もいるのではないでしょうか。選手の華やかなプレーの裏側には、スポーツ栄養学やスポーツ医学、心理学、データサイエンスなど、多くの専門分野が関わっています。一つの興味を深く見つめると、思いがけない学びの世界に繋がることがあります。読書を通して、この夏、自分の「好き」の先にある学問を探してみませんか。 
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書名：『VISION～夢を叶える逆算志向～』　著者名：三笘薫　出版社：双葉社 
 この本は、サッカー日本代表の三笘薫選手が、自分自身の経験から、「夢や目標をどのように実現していくか」について書いた本です。三笘選手は、幼い頃からプロサッカー選手になるという将来の目標を明確にし、その目標を達成するために必要なことを逆算して考え、日々の練習や生活に取り組んできました。印象的だったのは、自分の感覚だけに頼るのではなく、客観的なものも取り入れて考えていたところです。大学時代にはドリブルを研究テーマにし、自分の強みを理論的に研究していたことが紹介されていました。 
　僕はこの本を読んで、成功する人は才能だけでなく、目標を達成させるために具体的に考えながら努力しているのだと思いました。また、大きな夢を実現するためには、目の前の小さな課題を一つずつクリアしていくことが大切だと学ぶことができました。そして、そのような経験は勉強や部活動などにも生かしていけると思います。 
　この本は、目標に向かって頑張りたい人や、自分の努力の仕方に迷っている人におすすめです。夢を叶えるためのヒントが詰まっており、多くの人にとって参考になる本だと思います。とてもわかりやすい文章になっているのでぜひ読んでみてください。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３年　図書委員）

７月新着図書リスト📖（７月中に順次図書館に入ります）




	NO
	著　　者
	書　　名
	出版社
	NDC

	1
	ミヒャエル・ケンペ
	ライプニッツの輝ける7日間
	新潮社
	134.1

	2
	寺原真希子、三浦 徹也 
	選択的夫婦別姓
	岩波ブックレット
	324.62

	3
	石井 力重
	AIを使って考えるための全技術
	ダイヤモンド社
	336.2

	4
	安斎 勇樹
	新 問いかけの作法
	ディスカヴァー・トゥエンティワン
	336.3

	5
	本田 由紀
	「日本」ってどんな国？
	筑摩書房
	360

	6
	鳥飼 玖美子
	異文化コミュニケーション学
	岩波書店
	361.45

	7
	竹内 一郎
	人は見た目が9割
	新潮社
	361.45

	8
	氏岡 真弓
	先生が足りない
	岩波書店
	374.3

	9
	上田 紀行
	新・大学でなにを学ぶか
	岩波書店
	377.9

	10
	安藤 哲哉
	中学生からの数学オリンピック 第2版
	数学書房
	410

	11
	小島 寛之
	ラマヌジャンの数学 無限を掴んだ数学者
	講談社
	410

	12
	林 俊介、古賀 真輝
	語り合う京大数学
	オーム社
	410

	13
	加藤 文元
	数学の世界史
	KADOKAWA
	410.2

	14
	G.ポリア　著
柿内 賢信　訳
	いかにして問題を解くか第11版
	丸善出版
	410.7

	15
	野口 聡一、矢野 顕子
	宇宙に行くことは地球を知ること
	光文社新書
	538.9

	16
	山中 俊之
	「アート」を知ると「世界」が読める
	幻冬舎新書
	702

	17
	佐藤 直樹
	東京藝大で教わる西洋美術の見かた
	世界文化社
	723

	18
	山口 香
	スポーツの価値
	集英社
	780

	19
	岡 潔
	春宵十話　新装版
	光文社
	914.6


[image: ]今月は、村上　貴信　先生（地歴・公民）です。
書名『一瞬の風になれ』
著者名：佐藤多佳子　　出版社：講談社

　私が高校生のときに読んだ作品を紹介しようと思います。2007に本屋大賞を受賞した作品です。高校生の陸上競技をテーマにした小説で、夢や目標に向かって努力することの喜びや苦しさ、仲間との絆、そして自分自身と向き合いながら成長していく姿が丁寧に描かれています。部活動に打ち込んでいる人はもちろん、勉強や学校生活で悩みを抱えている人にも共感できる作品だと思います。
この作品の大きな魅力は、競技の結果だけではなく、そこへたどり着くまでの過程がとてもリアルに描かれていることです。練習は決して楽なものではありません。記録が伸びずに落ち込んだり、努力しても思うような結果が出なかったり、けがやプレッシャーに苦しんだりする場面もあります。しかし、そのような困難を仲間と励まし合いながら乗り越えていきます。特に印象的なのは、リレー競技です。リレーは一人では勝つことができません。自分がどれだけ速く走れても、チーム全員の力が合わなければ良い結果にはつながりません。バトンをつなぐという行為には、「仲間を信じること」や「自分の役割を果たすこと」という大切な意味が込められています。
また、登場人物一人ひとりに個性があり、それぞれが悩みや目標を抱えています。主人公だけではなく、ライバルやチームメイトも、自分なりの思いを胸に練習を続けています。そのため、誰か一人だけが特別な主人公ではなく、全員が自分の人生を一生懸命に生きていることが伝わってきます。自分が所属するチームや組織の中で、自分自身の実力、立ち位置、人間関係等の様々な要素で、同じ組織で同じ方向を向いているけど、見えているものや感じているものが違い、それぞれ壁にぶつかったり悩んだりしているのではないかと思います。運動部・文化部に限らず、全ての高校生に共感できる部分があるのではないかと思います。この小説を読んで感じるのは、「才能だけではなく、努力することの大切さ」です。もちろん、生まれ持った能力には違いがあります。しかし、それ以上に、毎日の積み重ねや仲間との支え合い、自分を信じて挑戦し続ける気持ちが、人を成長させることを教えてくれます。結果だけを追い求めるのではなく、目標に向かって努力する時間そのものに価値があるということを、この作品は伝えてくれます。
高校生活では、勉強や部活動、人間関係、進路など、多くの悩みに向き合うことになります。思うようにいかず、不安になったり、自分に自信が持てなくなったりすることもあるでしょう。『一瞬の風になれ』というタイトルには、「ほんの一瞬の全力が、人生を大きく変えることがある」という意味が込められているように思います。陸上競技では、一瞬のスタートやゴールが勝敗を左右します。しかし、その一瞬のためには、何か月、何年もの努力が必要です。その姿は、受験や部活動、将来の夢に向かって頑張る高校生にも重なります。ぜひ読んでみてください。

御協力いただき、本当にありがとうございました。みなさんもぜひ読んでみてください！
image3.png
o EEFOBETTOINER B





image1.wmf

image2.png
‘ REERL) sEBoE S
il R8) ﬂ





